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社会科における思ぎ力判断力・表現力を育成するための工夫
Devised to foster the ability 加 think, to make decisions,

and 加 express themselves m soclalstudies

要

社会科においても、多様な老え方や価価観を持つ他者と協働しながら、社会の諸課題の解決に取り

組み、新たな社会の形成者として成長していくために、確固たる思考力・判断力・表現力を身につけ

させることが一段と重視されている。しかし、いわゆる一冏一答形式の階ル、にはすぐ答えられるが、

学習した内容く知i脚から自分なりに選択して組み立てて構造化することが求められるような問いに

対してはなかなか自信を持って答えられない生徒の実態がある。

習得した内容を活用して患考や判断を行い、そしてその過程や結果を自分なりに表現できるように

するためには、どのような工夫が有効であろうか。そこで、思考・判断,表現を必要とする学習課題

を設定する際に、習得した知識から選択したり、学習内容を再検討Lたりしながら構造化していく r道

筋」を生徒自身がわかりゃすく迫えるような手法や思考ツール、発問の仕方などの工夫をすることが

効果的ではないかという仮説を立てた。本稿では、その仮説を検証すべく、ランキングの手法、思考

ツールの使用、内分の立場を繰り返し問う発問、 1CEモデルの考え方の利用など、これまでの実践

を通して試みたいくつかの工夫について考察した。

キーワード:思考力・判断力・表現力社会の形成者持珊晄可能な社会

社会科における忠ぢ力・判断力・麦現力を青成するための工夫

1 生徒の実態

新学習指導要領の下で行われる学習評価の基本的な考え方のーつとして、学力の重要な3要素を

そこで、従来の4観点のーつ「恩考・羽"折」踏まえて評価の観,点を整理することが指摘された。

に代わって、新たに「思考・判断・表現」が設定されることになった。この学力の3要素を踏まえて、

思考力・判断力・表現力等を適切に評価し、一凧育成していくためには、名教科の内容等に即して恩

考・判断したことを、その内容を表現する活動と一体的に評価する観点を設定することが適当である
h+2)

と考えられたからである。

社会科でも、「社会的な恕、考・判断・表現」という観点において、欣「1識 1支能を活用 Lて、社会小

象の意味や意義、特色や相亙の鬨連を思考・判断して、その過程や結果を適切に衷現している」学習

状況を評価することにな0ている。生徒たちが、多様な老え力や価価観を持つ他者と協働しながら、

変化する社会の諸課題の解決に向けて取り組み、新たな社会の形成者として成長していくためには、

確固たる思考力,半1Ⅱ断力・表現力を身にっけさせることが一段と重祝されている。当然社会科の学習

でも、習得心た知譜・技能を活用Lて思ぢ・判断・表現する学習が今後一層推進される必要が出てき

たのである。
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しかしながら、実際の授業の場面でよく目にするのは、例えば江953年に黒船で浦賀に来航した

のは誰か。」(ペリー)や r1858年に江戸幕府がアメリカと結んだ条約を何というか。」細米修好通

商条約)などのいわゆる一問一答形式の問いにはすぐ答えるが、「なぜぺリーは日本に開国をせまっ

たのか。」「通商条約によって、日本はどのような景井郡を受けたか。」といった問いには、関速内容の

学習後であっても、答えに窮して口をもごもごさせてしまう生徒たちの姿である。

この後者の場合、答えに窮した理由は、必ずしも生徒たちが知識を持0てぃないためだとは言えな

いだろう(矢酬詮が豊かであっても、後者のような問いに答えられるとは限らない)。むしろ、幕末の

哥i象に関して学習した内容秩Πi脚を問いの答えに合うように構造化する(再講成する)ことがうま

くできないためと考えることができる。さらに、学習した内容(会脈脚から悔分なりに選択し組み立

てて構造化したとしても、それが問いの答えとして妥当かどうか虐分ではよくわからないため店信が

持てず、発言するのを鏘踏してしまうとも考えられる。

その一力で、例えば発問に一工夫することで、生徒たちが自分の考えを明確に主張しゃすくなるこ

とも少なからずある。一例をあげるなら、ただ単にある事象についてどう思うかを問うのではなく、

比較できるような考えを提示し、それについてどう思うかと問うやり方がある。例えば、「日本の選

挙の課題として投票率の低下ということがある。これについてどう思うか。」と問うた場合よりも、「投

票しないこともーつの意思表示であるという考えがあるが、これについてどう恩うか。」と問うた方

が、生徒たちは投票の意幾について向分の意見をつくりゃすいようだ。

2 仮説の設定

このような生徒の実態を踏まえ、習得した内容を活用して思考や判断を行い、そしてその過程や結

果を自分なりに表現できるようにするためには、即ち生徒たちの思考力・判断力・表現力を伸ぱすた

めには、どのような工夫が有効であろうか。

上述したように、生徒たちは、肉分が習得した内容を活用して、問いや課題に合うように新たに自

分なりに桝造化することがうまくできないことが多い。そうだとすれぱ、思考・判断,表現を必要と

する学習課趣を設定する際に、習得した知識から逃択したり、学習内容を再検討したりしながら構造

化していく「道創むを生徒自身がわかりゃすく追えるような手法やツール、発問の仕力などの工夫を

することが効果的ではないかという仮説を立てた。本稿では、この仮説を検証すべく、筆者がこれま

での授業で実践したいくつかの工夫にっいて、それらがまさに生徒たちが思考・判断・表現がしゃす

くなるような工夫であったかどうかについて老察することにする。

1 「ランキング」の手法の導入:歴史的分野「明治政府の諸政策」での実践継説

明治政府は、欧米列強に負けない強い国をつくるために富国強兵・殖産興業を進め、学制、徴兵令、

地租改正などの村御な政策を行った。明治政府による諸政策についての学習では、政策の各用語・と内

容を結びつけて理解するだけでなく、それらの諸政策がなぜ欧米列強に負けない強い国づくりに必要

であったのかという意義まで考えさせることが重要である。そこで、次のような学習課題を設定した。

Ⅱ 思考・判断・表現をしゃすくする工夫
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現在の日本政府の政策のうち、數脊、財政、国防、外交、経済産業の5つを、重要だと思う1唖に

ランキングしよう。

次に、明治政府の政策のうち、教育(学制)、財政 a也和改正)、国防(徴兵令)、外交(岩倉使

飾団の派遣、領士画定、朝鮮や中国との外交)、経済産拠(殖産興共)の5つを、重要だと,思う順

にランキングしよう。

この学習診U遜のポイントは、明治政府の諸政策の意義をぢえさせるために、ランキングするという

手法を用いた点である。もし、「明治政府はなぜそれらの諸政策をおこなクたか。」Π打治政府の諸政

策の意義は何か。」と問うだけでは、「欧米列強に負けない強い国をつくるため」という答えで思考す

ることが止まってしまいかねないだろうし、政策のそれぞれの重要性を指拙するだけでは、その政策

の内容を説明することとあまり変わらないだろう。しかし、ランキングするためには、各政策の内容

の特徴を再,確認した上で、ある政策が他の政策よりも上位に借かれる理由や諸政策どうしの関連性

を、強い国づくりという珂的に照らして再度ぢえることが必要になる。これこそがランキングすると

いう手法を用いる利点である。

また、いきなり明治政府の諸政策を扱うのではなく、まず現在の日本政府の政策でランキングを行

わせたねらいは、向分たちの国の政治と自分肉身とのつながりをlt1覚させることにある。この自覚が

あることで、明治政府の謠政策をランキングする際には、当時の人々に向分自身を重ね、当時の時代

背条をも意識しながら考えることができるようになる。

次に示すのは、実際に生徒がぢえたランキングの例である(【資料 1】参粟り。

社会科における思ぢ力 刊断力・盗現力を育成するための工火

【資料 1】

巨卜見在の日本政府の政策ランキング細D

●辱11ち.,,,,、_...',松'"広fバι")'ソιUqqポ'御別力じ配すlyL孝11松托
tL ,、"..、

2 シンキングツール「ベン図」の使用:公民的分野「少子高齢社会の問題」での実践

2014年2月初め、関西大学初等部の公開研究会に参加する機会を福プ'.そして、教科学習や独際

のミューズ学習において、子どもたちが様々なシンキングツールを使いながら思者している姿を岡近

に見ることができた。例えぱ「ベン便U というシンキングツールは、「比較する」という思ぢスキル

に対応して使われている。つまり、異なる 2つの牙科丙の共通,点を「ベン区U の円の埀なった部分に、

相述点を玉ならない訊扮"こ書き込む作業を通して、子どもたちはルヒ較する」という思考スキルを理

回明治政府の政策ランキング御D
1地租改正 2外交 3殖沸渉耳業

4徴兵令 5学制の公布

(理由)

まず国の財政を安定させないと他の政策

にお金が回らないので、地租改正が1位。

次に殖産興業で産業を育てるには外交で欧

米の進んだ技術などを取り入れる必要があ

るので外交が2位で、殖産興業が3位。そ

の栄浦1興業で国力をつけないと国を守れな

いので、次に徴兵令が4位。徴兵令で国の

安全安定を確保した.ヒで教そ弁力驚り立つの

で、学制の公布が5位になると券えた。
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解し、獲得していくのである。

この「ベン図」というシンキングツールを、公民的分野の学習でもしばしぱ取り上げられる少子高

齢社会がもたらす諸問題を扱う授業で利用してみることにした。少子高齢社会は「少子化」と「高齡

北」という異なる2つの社会的事・象が同時進行する中で形成された社会であるが、多くの場合少子高

齢化という一体化した用語・として使われ、その結果、少子高齢社会の問題について考える場面でも「労

働者人口の減少」に端的に結びつけて終わりにしてしまう傾向がある。これに対して「ベン図」を附

いて考えることで、少子化と高齢化のそれぞれについてより多くの内容を見いだし、そこから少子高

齢社会の問題をより具体的に捉えられるようにすることをねらったのである。

次に示したのが、突際に生徒が智き込んだべン図の例である。

授業では、まず個人で、円が重な0ていない「少子化が進むと」と n諭齢化が進むとJ それぞれの

部分について肉分が考える社会のようすをできるだけたくさん記入するように指示を出した。その

後、グループ(3~4人の学習劃D で各府が記入したべン図を刊き合わせながら、円が重なってぃる

部分に「これからの少子高齢社会はこうなる」ということで考えられることをーつに絞ってまとめる

ように課題を提示した。

生徒たちの腎き込みを見てみると、円が重ならない「少子化が進むと」と「高齡化が進むと」の

(i主 4 )

都分にはかなり具体的な内

容を数多く轡き出せている

生徒が多く、「ベン図」の利

用は、少子化や高齢化それ

ぞれの内容を豊かに表現す

る上で有効だったと言える。

まさに、「頭の使い方に限定

をかけることで、思老する
U主

とを促」したのである。こ

戸

5)

しかし、円の重なった蔀

分の「これからの少子高齢

社会はこうなる」について

は、少々難しかったようで

ある。ーつに絞りきれず、

少子化と高齢化の両方に共

通することを羅列したり、

ーつにまとめても1吟味が表

面的なものにとどまってい

たりした。円の重なった部

分をより充実させるために

は、円が重ならない部分の

それぞれに譜功、れた多くの

内容をもとにグループ内で

より丁寧に議論をして思考
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を深めさせる更なる手立てが

必要だったと言える。課題内

容に対するシンキングツール

の妥当性(適切ざ)の検討が

今後の課題である。

。加北心少お
01江磁"■0飢イ努

4 くづ3'
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f1全<3みJ旨ヌy入3

り呈y虻勺.、剥上n武1

社会科,における恕、εヅJ・判断力・裟現力を青成寸るための工火

3

で」

歴史が進む諸場面で自分の立場を繰り返し問う発問を重ねる

の中での実践

伏偸*.1

rなぜ戦争が始まったのか。」「なぜ戦争をとめられなかったのか。」このような戦争に関する課題を

追究することは、未来に編K歴史学習の意黍として非常に重要だと考える。とりわけ、満州事変から

日中戦争、そしてアジア・太平洋戦争・、第二次糧界大戦という 15年の長きにわたる戦争がなぜ始まり、

なぜとめられなかったのかを考える学習は、これからの社会を形成していく生徒たちにとっても大き

な意味を持つ。靴争の理由等を追究することは、いろいろな歴史研究や歴史学習の実践例でも多く取

り上げられてぃるが、ここでは、この 15年の長きにわたる戦争の始まりともいえる満州事変がなぜ

起こりく起こされ)、そして日中戦争へと進んでい0たのかに焦点をあてた学習課題を設定し、生徒

たちに慢分の立場を繰り返し澗う発問を埀ねることで、生徒自らが学習内容を踏まえながらj桟争の理

由に言及できることをねらった実践について取り上げる。

次頁に示す【資料川は、実際の授業で生徒に提示した学習課題のプリントである。

この学壱増果題は、満什H"変から日中戦争までの基本的内容を学習しながら礁田、その問あいだで
〔' 117 )

という考えを支持するか支持しないか(そう思うか、恩わないか)「満州は日本の生命線である」

という問い(=生徒自身の立場を問う11打い)に符える形式で進む。「満州は日本の生命線である」と

いう考えを支持するかしないかという問いが発1揚されるのは、満州事変から日中戦争へと歴史が進む

中での3つの場面、即ち[1回目]瑶荷州事変、満州国建国のあと、[2 回目]:りツトン調査団によ

る報告書が出されたのちの日本の国際速盟脱退のあと、治回目]:モ1中i競争が始まったあとの 3回で

ある。生徒たちはその者Ⅲ変、支持する場合は赤色のポストイットに、支持しない場合は青色のポスト

イットにそれぞれの理由を沓き込んで所定の場所に貼っていくのである。

この学習課題のポイントは、Π両州は日本の生命線である」というぢぇを支持するか支持しないか

という問いを歴史的状況の変化に応じて埀ねて闇うところにある。当時の日本は、泥評U恐院で国民生

活が窮乏化し混乱Lていたが、そのような中で多くの国民の心をつかんだのが n苗州(満券0 は日本

の生命吊幻というぢえであった。一般国民の心をとらえ、世の,十、の大合唱とな0たこのぎえだからこ

そ、これを生徒たちに各場'面ごとに重ねて問うことは、 H本が戦争へと向かうことを正当化できるか

ニ゛" sm
゛
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歴史的分野「昭和初期から終戦ま
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否かを判断させることになり、それは戦争する理由について思老することを当然ともなうことになる

と考えた。

【資料Ⅱ】

^マ゜ツントメ応t <満"11ユ臼本の邑"夛闘くであ3#論州て・"ス艦ε剖、日瑜麗済の倣批ル滞州,中国修略で勿む九>左跡加1
1010 '11

口

れて重傷を負い、退陣に」丑い込北九た.(浜"詐物壮二のときの痢がもしで翌 1031ヰに死亡.j
P献典)

Π水敢府1ユロンドン禪11ι軍柚之鶏にき加L、軍衝条釣に,1L北.し毛、1'、
或ミキ 1-1に1 した.酋扣の渓1.1雄市は、,駕の竹午に犯穀さ

1931年 D 円 18日衷、帯ス(考ι此のシ凱ンヤン)郊外の柳条糊で、肉満州痔、道【油凱)

の課峠"隙襲された.満州にいたH本軍(=的班軍)は、゛これを中地叩のしわ〆どしして
雛事行動力叩めた、 L冉,し燮際は、惣争を抽めるためのn災を0くみうとした樹]打軍が
みずから博酷Lたd」だ01、。

悼R抽で●うえ物劇に奮工宙,'ろn本堺も痢境立翌 19日、倒」1ι段ポ常天古・占笥1ると
越えて応按にかけりけ、職火き址人した、そして、繍州の証1主令賊を占伽Lた。

U?設無"")@?.■3m 、,、、()による報告(19〕2虻】0」"

()n93ユη地円)@〒●●田

●ltι

剥凱軍は、描州を占畑,ると、満州を寸1捌から分融Lて独ゞι蜘にしよう巴 1

いう計画が去'化Lてきた、

春住WL 鬻質仙に立配い=.【欄鞠矧の10ーガンけ、rj:由市1」 1 「五該弥和」)

(1り31ξF"」1)

於訟

圃下,ユ,1血堪近夛.尭田

力

Oj1に壮、暴鉾出燧#が凸 E

{'

賀の

消州田に壯、塾惟に蒔ル煮
火勢の庚此革"宇から剛枯訓
ιLて瓔Ⅲ將荘 L力.
主央、對劉も歌室にホ弼釣

に心川して、火きな刷是を[^

げた、

.●1見,、=

','巴

た

交.7 宮・ Jコナ'ナ

う、"E ¥?された佑(

牛田1*、このよ÷な動きをⅡ本の樫糊がとして、■腸^に訴えた'中1非からの訴えを
畳けた国際連盟は、りケトン満晝嬰を課遣し.油州ホ窒の削壹にあたらせた.モの赫禦、

193ユ↓工 10打にⅡ1古れたのが、以下の旦"重である.

・ 1-一玉轟(中内)撃にけヨ*Aの皇命中財崖を童蹟にさら,よア
立計囲は●'.0た.・・9刃1=日の凌に怠散綜路上tた吐モの
村壯で題勃■.あ0たこι社舞いんい,',その泌け"、り1ご島。
力とLイ●.長御*ら甫行,三列車の空訂井畑は柚げ之,。」
た.これ或も0'亡凶車翠の軍専"動を正当化す革に拡当たら 1

1 左い。"岬の翠亭打卦壮正帯紬所¥靈とは剛ら抽い.,

,、.

t中'E
*

め

゛コ

1932'1

、

考えよう,回目

1床.モう巴う青モう皿わむい)

15 H、

し、日渦鰯空嵩を緒ん1ピ.

00

生徒たち力靖己述したものを見てみると、 1回目は「そう思う」が2回目、 3 回目は「そう思わない」

と変化した者が全体の8割から9割を占めていた。次に示す表(【資料Ⅲ】)は、そのように考えを変

化させた生徒たちがポストイットに沓き込んだ理由の一例である。

【資料Ⅲ】

珊"掴1=,圭僻ヨ●兇'"4地理す,"'課.沌'肌 1
1゛"L「1痔ι弓"い.」
1-^ー^^ー^^^^ー^^一●、、^"

白本の()

、

1',●.{

リツトン罰告団の劃1リ轡にもとづ_!吋]年、艇1酵連盟の柁女
に拠:工泊本の滴州への豐兵は襖行五であり,日本案は満州から点迫すぺきで畠る」と衝許ナる案が、4ユ対1で可決された.
日本はこれを不満として、習森連躍から脱批して、ひ1際謡会から
瓢立Lた.〔rさよヨなら」と肯毛て田際運偲の隷会仂☆堪を主〔た"'代ま゛

七弼f゛hが悌雲1'1 乙ι,鵬臣禧でも剛京卸てでむ献迎す'る六卦の人kポ杭を迎えた〕

^

日描1

゛
,.^t'

ポストイフトを鮎る

晶 0、

問密

考えよう之回巨

(寺モう凪う腎:モう思わ李い

生徒

゛^

W

10」6司

『0、

市」=誠'イ'2い3""、t

^.之.2巨1
0933 'Fき"油(り、 1,35'11刊効)

満州の人々にはとても中し訳
ないが、資源が手に入0たり、
日本の人口訓整ができるなど

多くのメリットがあり、経法
がたてなおせると尖感が持て

るから。

A

打ユ0 註

1 回目

)の始まり U917圷7")即,.●'皿窮1'舶!
痴州を壮ば光全に主削','ることに成功したロホだが、やがて、ロポけ中Ⅲ孕牝(北那)に

も身力を■工」;しよう上当えるようにt武0キ. UU,
1り17'ドフ円 7日夜、北京怖外の画種弼で,Ⅱホ蹴と中倒蹴が勘挺L f一慮礁犠嚇件)、

モ北を凸0かけにしてH中戰小が姑才ウた。叫U也で吐、日本蹴と巾肌単の伺で停職ポ城立L

ζいたが、"本政府はこれを側掘Lτ恥小を拡火する力引をと0た.こ九を憶会に中Ⅲ藁北

を制氏Lとうとしたためである.戰火け草北から脳中に拡上L,牟末にけ首栃南真乱゛忽し
た,モの過役で、女姓や子Eもをきむ中国人を火量に般害Lた(#11汀;(水什、1打京大虐殺).

その柱、ヨ中伺IUが艶力左あげて駿白令而喉mへと亮城Lていウた.

考えよう3回丑 ポストイプトを批る

ι坪.モう超う胃.壬う思わない}1

】'

,.203円

そう思、う

ポストイットを拡ゐ

. 1-1

満州を侵略司、ることで、日本

の経済が列K ことは確かだと
悪■。ただし軍と政府の意思
が通じ合0ていない中で行う

のは危険だと思0た。

B

,

ι墾!宵^した.

3回目:そう思わない

、.乢『、

国際速親を脱退し孤立してしまう

ようになるならば、このようなこ
とをしなけれぱよかったのではな

いかと思0た。

内閣も乱れ、日中鞍争まで始ま
0たことを弩えると、満州を支
配して得たものより、日本にと
うてのデメリットが多い気がす
る。

2回目

満州からさらに中困へ進出し、
日中戦争に発屡し、第二狄世界
大戰へと進むという展朋で、隣
係のない日本の国民もH本のせ
いで被害を受けるのはおかしい
と思った。なぜ職争・を拡大した

のだろうか。

-6-

礼三ト、→r'

そう思わない

満州を侵略することで経済が列」<
ことは確かだが、国連に勝てる程
の属力は日本になく、満州から得る
ものよりも、戦争などで失うものの

方が多いと思う。
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1920年以降の日本の不景気は
深刻なもので、淌州へ進出寸
ることで労働者や農民の不満

を解消できるから。また、そ
れだけでなく、資源や朝鮮を
紗"台Lやすいことなど満州を
下に入れることで符られるメ

リットがたくさノνあるから、

口本の潤力を強Ktるために

必要。

C

「日本にとって」満州には資
源も多く、新しい士地を開拓
できるため今の悪い状況を打
開するのはう0てつけだ。

鯏際連盟を脱退するということは
国際社会との結びつきが弱くなる
ということなので、 R本は他癒1か
ら遅れてしまうと鼎■から。満州
を手に入れるメリットよりも他国

との外交がうまくいかなくなるデ
メリットの方が大きいから、国際

連盟の言うことを開いておとなし
q荷州から1放退tべき。

D

上記のようなコメントからもわかるように、 4折走たちも]回目では当時の一般国民と同じ立場に

な0て、深刻な不況下での経済的混乱状態を打開すべきーつの方策として「満州は日本の生命線」で

あるととを受け止めているのがわかる。しかし、 2 回目、 3 回目となると、つまり團際速胴.脱退や日

中戦争の始まりとなると、当時の一般国民の感情や政府・軍部の恕、惑などから離れ、現代人の視点か

らの思考になってしまっているのが"川朱深い。多くの生徒が国際社会との結びつきを重視し、戦争を

否定し平和を希求していることを考えれば、当然の結果でもある。

この点に関して、内分がどの立場(視1力で考えるかを意識してコメントを記入していた生徒もい

る(【資料Ⅳ】参照)。

【資料Ⅳ】

社会利・における思考力・判断力・"現力を竹成するための工夫

満州国を建国tるためにと0た手
段が正しいものとはいえず、結果
的に他の外国との溝をつくること
にな0てしまい孤立するようにな

り、りスクが高寸、ぎた。

戦争にはたくさノνの豊用と人が
感、要で、たとえ職4HU勝ったと
してもその損害が島ることは硫
かである。戦争を寸る余裕が島
るのなら、その前に国民の生活
をよく寸るために努力tるべき
だと思う。主た政府があるのに、
凧部が武力で発言縦を握ってい
るという状態はおかしい。

、

生徒

何か行動を起こす遭、要があっ

たと思う。理山はともあれ、
国民のために少しでも心配を
取り除くには正Lい行動だと
'1忍う。

E

1 回目

日本が孤立Lている小、戦争を
行0てもい十れ資源が不足する
であろうことは見えていて、弱
つたところをソ述などに犯われ
るかもしれない。りスクが高く、
逆に日本圃民の命が危ういと思

?。

そう思、う

満州を支配することが良いこ
とか悪いことかを別にtると、
満洲の存在が日本の利益を与
えていたと恐う。満州のあ0
た場1児ネ、ソ連との戦いに有

利で良質な鉱物もとれた。満
州に頼っていた部分は大きい
のではないか。

F

この行為が国際連闘などを通し
て第三者の立場が出てきて「ど
うだ0たのか」と考えられるよ
うになり、さらに多くの国から
認められなか0たとなると、日

本はないと思0ていても、悪い
ことととらえざるを得ない。

2回目

現在の視点から過去を批判的に捉えることは、ある意味容易である。しかし、そこで終わらず、な

ぜ当時の人々がそのように考え、そのように行動したのか、その論理を追究することは、打■そ城争を

引き起こさないための大事な布石にもなるだろう。その意味では、なぜU本が国際述盟を脱退する遊

を選び、さらに中国との戦いを拡大していったのかをもクと丁寧に学習する必要があウたと反省して

いる。ただ、その際どのような資判・をどの程度取り上げるとよいかは、中学生の発達段階も踏まえ、

今後の課題である。

そう思わない

税在、客観酌に雁史を学登』上る
と他倒を侵略しているように見

え、当然良いことではないと思
う。しかし、満州によ 0 てもた
らされた利益は大きかったと思
うので、当時に烈、が生きていた

らαヨ本人として)わからない。

最初の満州占領と被害や目的が変
わ0てきている気が寸る。満州外
でも被害が出てしま0たり、勝手

に靴争を始めたりと欲張りtぎて
し、る。

3回目 そう思わない

中国とは戦今ザバ始ま0てしまうほ
どの1到係にな0てしまった。戦争
にな0てしまうと、偏本側も負担
がかかってしまう人が増える。(そ
れ以前に戦争・をすることはいけな
いが。)満州にそこまでこだわる必
要もないと思う。

7
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また、これまでの実践では、 1回目から3回目まですべて生徒一人ひとりに個人のみで考えさせ、

特にグループワークにはしなかった。しかし、例えぱ、自分肉身の考えを決める前に生徒同士で話し

合わせたり、自分の意見を霄いた後で他の生徒の書いた内容を聞き合ったりすることで、生徒たちが

時代背景などの学習内容をより吟眛し、戦争の理由についての思考を一塀深め、表現も豊かにしてぃ
(1主S)

けるだろうと期待できる。

1 1CEモデルとは

I C E モデルの 1 はアイディア(1deas)、 C はつながり(connections)、 E は応用(Extensions)

を意味している。

アイディア(D とは、「学びのプロセスにおける最初のステップ」で、「学校で学ぶ基礎的知識の

ことである」。「生徒が埀要基本亊項、茎礎的な事実関係、語粂と定義、詳細、基本的な概念を伝達で

きる」ならアイディアが形になって表われているといえる。

つながり(C)は、「学習の過程におけるある部分と部分の問に」作られ、「生徒が基本概念や概念

の間にある関係やつながりについて説明」できたり、「生徒が学んだこととすでに知、1クてぃることの

問にある関係やつながりについて説明J できたとき、つながり力q乍られたといえる。

応用(E)があるといえるのは、「生徒が新たに学んだことを本来の学習の場からは誹れたところ

で新しい形で使う時J である。

つまり、「学びにおける段階、~アイディア、つながり、応用はそれぞれ表薪的なものから深い知

識へと学びが深まっていく過程をそれぞれ表している。」

筆者がこの ICEモデルに興味を持ったのは、この ICEの考え方がそもそも「学習が持つ発達や

進歩という性質の特徴を述べるモデルとして、教師がどうしたらそのような発達や進歩を教室で伸ば

せるかをより良く理解する目的で始まった。」という説明を読んだからである。生徒たちが学習した

内容("隔他・アイディア)をつなげて構造化したり、さらに学習した内容妖Π識,アイディア)を応

用させて思ぢしたり判断したりする学びの深化の過程を見ることが、生徒それぞれの成長、進歩、前

進の度合いを知る上で役立てられると思ったのである。そこで、中学校における社会科の学習の最後

の単元「1珂涜可能な社会の形成に向けて」において、 2013年度では、この I CEモデルの考え方を

取り入れ、生徒たちが中学校での3年闇を中心に学習した内容秩啼哉・アイディア)をできるだけつ

なげて深く理解したり、新しい形で応用させて思考・判断・表現したりできるテーマを設定して実践

した。また、前年の2012年度の突践については、 1CEモデルの視点から評価し直すことにした。
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Ⅲ 「1CEモデル」幟山の考え方を取り入れて

2 中学校社会科最後の単元での実践

次に示したのが、 2012年度と2013年度のそれぞれのテーマと授業内容である。「持続可能な社会」

ということぱそのものを初めて聞くという生徒が多い中、これからの社会を形成してぃく担い手には

是非とも心にとめてほしい概念であることを強く意識した内容構成になっている。



「沖縄を考える・沖縄で考える

~持続可能な社会の視点~」

①沖縄県の地理的な基本事項と琉球・沖縄県の

歴史について、自分たち自身やB本との関わり

を踏まえながら復習、確認tる。

②太平洋戦争における村'縄戦について、辨哨畷県

で鼎版されている書籍やVTRを使って具体的に

詳しく知る。

③沖縄県出身の司寺の方に、琉球・沖縄に関す

る本を紹介していただく(ブックトーク)。

④沖縄に駐留する在日米軍基地について、諾資

料をもとに様々な視点から捉え直す。ー「米軍

基地が沖縄に集中していることをどう思うか」

について自分の考えを書く a回勵。(そして、

生徒たちが霄いた寺えをいくつかに分類して轡

き出したプリントを用意。)友達の老えを互いに

読み合0た上で話し合う。

⑤「持続可能な社会」という考え方について学

習する。それと同時に、セヴァン・鈴木さんに

よる地球環境サミット本会議(19兜年)でのス

ビーチや、マイケノレ・ジャクソンによる" Heal

ThewNld"のパフォーマンス映像惟助も視聴す

る。

⑥これまでの学習を振り返りながら、そして「持

続可能な社会」という視点を取り入れながら、

再度「米軍基地が沖縄に集中していることをど

う思うか]について自分の考えを忠く(2回目)。

20n年度

社会科における思ε力・判1折力,麦現力を"成するための工夫

「未来へのメッセージ

~持続可能な社会の構築をめざして~」

①「持続可能な社会」という考え方について学習

する。それと同時に、義務教育を終えるにあたり、

「米来へのメッセージ」を0くることがゴールで

あることを知る。

②様々な人たちのパフォーマンスから、メッセー

ジが持つ意霧をつかむ。1卿随したものは、小川彩

加さん(釜石市出身。3.Ⅱの■縛皮で両親、祖父母、

姉を失うが、色々な人の支えでアメリカ留学を決
t,し 1"

意。)のスピーチ""、マララ・ニスフザイさん

の国連(20B 年7月12 田での炉薪兇、セヴァン

・鈴木さノνによる地球環境サミット本会議(1的2

年)でのスビーチ、ヤイケノレ・ジャクソンによる

"HealThe world"のパフォーマンス映像である。

それぞれのパフォーマンスから自分自身がどんな

メッセージを受け取0たか、兎野課も轡K。

③「末来へのメッセージ」の内容の拙"思を1東る。

その際、中学3年闇の社会科で学習した内容や3

年次に取り組んだニニーススクラップなどで心に

残0た社会のできビとや様子などをふり返る。

④「未来へのメッセージ~持続可能な社会の構築

をめざして~」をつくる。

20B 年度

-9-

(1)「沖縄に米軍基地が集中していることについて」の生徒が書いた意見(2012年座)

0米軍基地についてはどうしてもテレビやニュースで見ていると、沖縄の人、アメリカ、政府の人たちの自

分たちの意見の押し付け合いに見えてしまう。特に政府は、本鯏の人たちがなど、様々な翅由があると鰹、
うけど、ただ理由を述べているだけでは解決できないと思う。これから先、刈所兇の闇題だけではなく、
ノνなささいな問題でも幼い子述が今の大人のやりとりを兒て、相手の愆見もWかず、剛いても斑リ解しよう
とせずに自分が良けれぱいい小ら意見を押L通tという手段を繰り返していきそう。強い心、气、様思は火鋤
で北、要ではあるけれど、頑固であ0てはいけないと思う。も0と相手のやりたいことを理解しようとtる
ことが必要だと思う。そうすれぱ、日本の問瓶なのに、沖繩の人たちぱかりが負担しているのは変だと気

づくと思う。倒民も政府が,・・と政府のせいにしたり寸ることなく、利Jこちはなぜだめなのか、その自分た
ちの理由のために再研兆の人たちが苦しむのを天卿にかけて半Ⅲ析できたらいいのかな、と思う。

0沖純に基地が集中しているのはや0ばりおかしいと思う。でも、他の地城に分1孜させるのは、その地域の
反対もあると思うし、財政的な難Lさもあると謄、う。この問題を邦闘夬させるためには、アメリカとの関係

Π本は基地を樋K かわりに、日本の1リ"新をアメリカに任せている。の見直しを寸る必要があると思う。 今、

でもそれだと、本上に住む人岡に比べて、沖縄の人のマイナス而が火きい。そのマイナス而に見合うもの
を利、たちは神縄に1句けて何かをしなけれぱいけないと經3。でもはっきりした解決策が見つからないので、
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この闇題は鄭しいのだと思う。また、日本に生まれた人とアフり力などの貧しい地域で生まれた人の生活
の豊かさは全く違ったり、「八重の桜」でも、会津蒋は全体の犠牲となっている。いつの時代も犠牲となっ
ている人がいるので、これからはそれが少なくなるような努力をしなければならないのだと思、う。

0私は今回の米軍基地の問題、も0と言えば日本の社会全体が「今さえよければいい」と肯えてぃるのでは
ないかと恕、う。政府も議員も日本人も肉分の利益だけを求めて財ミ当にやるべきこと、偶を向けるべきこ
と」から目をそらしてきたのではないかと思う。村亨辺なんて、そのままでいいんだ、しょうがない、と 喬

えぱ一番楽だ。しかし、私たちはそのままにしてはいけない、自分たちのため、これから続いていく社会
がよりよくなるためには一歩を踏み出t必要が島る。
私は、最初は、米軍基地が舛嘖岨に染中していることは臼本の力ではどうにもならないとあきらめていた部

分があった。今もその状況は変わらないし、 1ヨ本の力がアメリカ相手では本当に弱いことも知っている。
何をすれぱいいのかも全くわからない。でも今の、「これはよくない、何かを変えたい」という私の中の気
キ寺ちは決して今限りの中途斗幼騰な思いではないだろうし、これからは背を向けないで立ち向かう必要があ
るのだ、という気特ちになった。いつ、この思いを行動に移せる日が来るかわからないけれど、どうかそ
の畏まで「今」の気持ちを忘れないでほしい、と自分自身に言いたい。

0 「仕力がない」ということは将来にわた0てないのではないか、と私は持1暁可能な社会と沖紲を結びっけ
ていく上で老えた。もちろノν、今河私が知ったことは村啼Ⅷの寸べてではないし、村啼畢の人の気持ちを完全
に理解したというわけではない。しかし沖繩の状況や沖縄の人の苦しみ、訴えを開いて、今自分たちにで
きることは絶対ないわけじゃないと思うようにな0た。この問題は難しく呉.体的な策を悪、いっいたわけで
もない。しかし、沖縄を学習して今のり廿兄を知ったという、この問題から見るととても小さなことのよう
に、恩えるけれど1つの私たちにできたことなのではないか。小さなことが襲み重な0ていくことで今の幸
福ができてきていつか村啼雌の人が幸せに暮らせる、み/νなが幸せになれる将来の素福がや0てくるのでは
ないか。

刈*郡こついて、地理・歴史,公民の三分野の内容を統合的に取り上げる授業備成であったため、
f引

初はばらぱらの知識だったものが、授業の回が進むごとに、それらの知識がつながっていった。そし

てまさに日本における沖縄の象徴的な問題であり続ける米軍基地の集中という課題を考察するにあた

り、それらのつながった知識や学習内容を活用しながら肉分の意見を述べることが多少なりともでき

ているのではないだろうか。

さらに、生徒たちが沖縄と向分向身との接点に気づくよう配臓しながら学習を進めた結果、上に掲

載した以外にも、多くの生徒から「沖縄の人の声にもっと耳を傾けるべき」「身近に基地がない人も

関係ないからといって考えないのではなく、日本全体の問題として考えなくてはならない」という意

見が出たのが1新散的であ0た。自分自身が社会とつながっていることに気づくことが、自分が社会の

ために何ができるかを考える第一歩になったといえる。

(2)生徒たちが最後にまとめた「未来へのメッセージ」(2013年度)

0私たちは普段家族とともに由分の家に住み、安心して暮らしていま司、。しかしもし、日本で職争や内職が
おこり家を失0てしまったらあなたはどう感じるでしょうか。
今、世界ではおよそ 4520 万人以上の人々が家を失い、移動を強いられています。そのうち他の国に逃れ、
難民と呼ばれている人々は約 1540万人に船よびま寸。し小もその中で46%が私たちと同じ 18歳以下の子
どもです。このような呪状を打開するために、堰Jごらには何ができるでしょうか?私たちは大きく分けて
3つのことができると冴えました。
まず1つ鋼は難民問題について知ること。国連のホームページやセミナー、新開記事や本などから恬報を
集めます。知ることで私たち一人ひとりがこの問題について深く考え、向分なりの,思いをつくる、という
ことが解決に向けた第一歩になると思います。
汰に、集めた情根、陶分の考えを多くの人に伝えることで寸。大きなスビーチをしろと言っているわけで
はなく、白分の身近な人、家族や友迷に伝えるのでもいいと思います。情報が広がり多くの人が思いを共
有寸ることで、皆で解決につなげていくことができます。
3つ副、行動すること。これはできる人だけでいいと思いまt。知t民闇題について深く知り、解決したい
と思った人の中には、実際に現地で活動しようとする人もいるかもしれませノν。また募金をすることもで
きまt。

これら30のことは本当に小さな、ささいなことかもしれませノνが、多くの人が紗"ナていくことで解決へ
の火きな力になると思、いまt。平和な日本に暮らしている私たちにとっては身近ではない問題ではありま

すが、同じ地球に暮ら寸仲開として手助けしていけば、いつかすべての人が向分の家で安心して生活でき
るようになるかもしれませ/ν。

0みなさノνは日本のことをどう思っていま司、か。日本をこれからどうしていきたいと思いま寸、か。
日本では民主主義の政治を行っています。民主主羨の政治を行うには、みんなで決めることが認められ、
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国民が政治のあり方を最終的に決めることができること(国民寸"伺が彪、要です。
では、みなさんは今の日本が民主主筏の政治をできていると言えますか?私は立えません。しかし、それ
は政治家に女任があるのではありませノV。列、たら倒民に貨任があると思うので寸。なぜなら、投雰リ御よ普
に比べてどんどん下が0てぃき、最近は5割残虔とな0てきてい主す。選挙というのは、困民が政治につ
いて意見をいう大小:な機会です。それなのに、投票率が低いと圈民の薫兇を政治に取り入れることが困難
になります。そうなると、民主主綻の政治は成り立たなくなりまt。これは、私たち鬮民がE1本に対して
関心がないことの表れじゃないでしょうか。それはとても大きな問題です。
なので、わたしばみなさんにR本にっいても0と肴えて関心を芽0てほしいです。そして、民主主綻の政
治が行えたらいいです。

0もし、今日本力逝役今Hギだとして、あなたに荏集ガザPかったらどうするだろうか。今の日本はそもそも交犠
権がない上八挺リ＼の人縦が尊靈されている。しかし、太平1羊戦今州寺には「天皇陛下のため、御国のため」
と噛えられ、命が浩しいなどと才えぱ、非国民として最低の扱いを受けるの力や苫通だ0たと鬮く。
嘱争力噸冬わって約 70 可所畷ったが、この 70年の剛にも周りの瑞U党も、人々の思冴も大きく変わ0たことが
わかる。最近では、スパイなどに爪要な情報がもれないように、特定秘密保護法案が成立された。世論で
は、帆道の自山や表現の自由が保障されず、再び戰争時のように政府の都合のいいように統制されてしま
うのではないか、といわれてぃる。過去の歴史や経験から学び、奨嶢や思哲が変わることに剣'して尋訓次に
弁"占寸・ることが大蜘で島る。
しかし、たとえ綴壗が変わ0ても、変わらずあるべき小:がある。それは、人々が平和に生きていくために
個人の人樋や命を尊重することだと"恩う。奨境が変わるに0れて、変わるべきことと、いつまでも変わら
十あるべきことの2つの境界はとても難しい。しかし、今を生きる私たちは未来の人たちのために、その
2つを見きわめなけれぱならない。見きわめる貝を養うために、庄Nヰ見野を持つこと、正しい知滋を持つ
こと、興畩を將っことが立、要だ。そして、道を踏み外しそうなときには、両をあげて自分の態見を商って
いくことが、素防らしい未来を築くために大助だと、私は考える。

0今Πもどこかで紛争が起こり、貧困に筈Lむ人がいて、国際社会は常に大きな課題を抱えています。それ
らをしずめるために、国際連合などの国際機倒があるにもかかわらず、世界はなかなか丸くぉさまり主せ
ノν。それは、国際平和のために島るはずの"捌謝で、各国が自国のネ11益のために主張を司一るからでt。もち
ろん、国際平和と芥国の利益が両立できるのならそれにこしたことはありませんが、両者が対立寸る場に
おいて各国が自国のことを優先するの力や常です。例えば、2012年に、倒速の安保理に船いて、内戦が紗K
シリアに対tる非聾鯵新醗は、ロシアがシリアをかぱう形で否決されました。このようなことは決Lて好ま
しいことではあり主せノν。

では、国際平和のために各国がとるべき姿勢は何なのでしょうか。良い例として、 UNHCR の長だった絲方
貞子さんが拳げられます。彼女は「目の前の鮓民を助ける」という姿勢で行動し、 E乱陌平価を受けました。
たとえ危険な場所でも、行って人々に耳を何{ける、畿分のことより他人のことを毒える姿勢が、苦しむ人
を助け、本当の幸福を彼らに斗えるのでt。倒偶井上会に貢献するのは、右卦のためではあり主せノV。それ
を理解して行動できる人が、将来のよりよい世界をつく0ていくことになるでし上う。

社会科における思ぢ力・判断力,表現力を青成するための工火

ICEモデルの芳えを取り入れて、生徒たちが実際に中学校の3年闇で学習したり見聞きしたりし

た内容秩脈哉・アイディア)をいかに相互に結びっけて理解をしているのか、またそれらをいかに新

しいことがら(ここでは「持続可能な社会の構築D に応用して思老・判断・表現できるのかを評価

できるように設定したのが、この「未来へのメッセージ」作成である。

前年の2012年度の実践でも、学習 Lた三分野の内容(女啼脚を相亙.にっなげてより深く理解し、

さらにそのっながった学習内容(知i脚を「米軍基地がir1所篭に染中していることをどう思うか」とい

う新たな課題をぢ察する際に活用(応1勵するというプロセスは、 1CEモデルの考えを踏襲してい

ると言える。しかし、生徒たちが相亙につなげた三分野の学習内容(女隔脚はあくまでも教師が提示

した沖縄に剛する限定的な内容だった。

しかし、 2013年での実践では、譜U砥である「未来に伝えるべき、伝えたいメッセージ」を考える

にあたり、生1走虞身に「中学3年弱の社会甲H地理、歴史、公民)で学習した内容を活かす」ことと「ニユー

ススクラップなどで心に残0た社会のできごとや様子も踏まえる」ことの2点を愆識させることにし

た。教師側から提示する内容だけではなく、生徒自らがこれまでに妻リ昂した内容から必要な知識など

を取捨選択L、それらを倦分なりに関係づけたりっなげたりしながら村の前の課題に応用Lて良分冉

身の意見(メッセージ)を構築させたいとぢえたからである。また、2012年度の実践の時よりも様々

なパフォーマンスを視聴させた上で、それらからどんなメッセージを受け取ったかを害かせた。これ

H
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は、「未来へのメツセージをつくる」という課題に向けて、既習の知識や内容を関連づけるだけでなく ー、

様々なパフォーマンスから学んだ「自分の考えを人にうまく伝える効果的な工夫(表現方法)」をも

つなげながら自分自身が発信するメッセージを作成させることを意図したからである。

前頁に掲載したような生徒たちがまとめた「未来へのメッセージ」を読むと、中学校3年問の学び

の中でも特に3年生で学習した歴史的分騎'と公民的分野の内容や、ニューススクラップ等で調べたで

きごと等を生徒向身がうまく結びっけながら、拘分たちが持続可能な社会に向けてどんな行動をすべ

きか、きちんと陶分の意見として沓けている生徒が多かった。また、それぞれの生徒が様々なパフォ

マンスから学びとった「人に伝えるための工夫」を幽分が発信するメッセージに応用Lながら、自分

なりの表現方法に変えてまとめているのがうかがえる。

さらに、社会の村沈なことを「知る」ことが「社会のために何かする、行動する」ための第一歩だ

と主張する生徒が少なからずいる点にも注目したい。教員側のねらいとしては、この単元を中学3年

間の染大成として位糧づけ、これまでの様々な匁頂般等を結ぴっけさせた上で「持続可能な社会の形成」

という課題に向けて何ができるか考えさえ、行動を促すという社会参画重視の傾向があった。しかし、

生徒の側では、様4な知識を深く「知るj ことが行動の原動力になると気づいた点を重要視してぃる

のである。これは、齒らが社会の一員として社会のために行唖功することを軽視してぃるわけではない

むしろ、社会にっいて「知る」という学習の意義を再認、識した上で、その重要性を自分の中で再評価

していると思われる。そうであるなら、このような多くの生徒たちの気づきを大切にしてぃく上でも、

中学3年間で学習した多くの知識や内容にっいての振り返りの方法を今後の実践で一層検討してぃく

必要がある。

本稿では、忠考・判断・表現を必要とする学習課題を設定する際に、習得した知識から選択したり、

学習内容を再検制'したりしながら構造化していく「道筋」を生徒自身がわかりゃすく追えるような手

法やツール、発問の仕方などの工夫をすることが効果的ではないかという仮説を立て、これまでの実

践を通して検証した。

1つ目のランキングするという手法は、ランキングすることがらの内容を単に理解するだけにとど

まらず、比較や吟味を通して再度検討することが必要になり、結果としてより深く思考、判断するこ

とを可能にすると言える。 2つ目の「ベン便U というシンキングスッールは、「頭の使い方に限定を

かけることで、思考することを促J し、その思考内容を豊かに表現する上で有効であることがわかっ

た。 3つ艮の「肉分の立場を繰り返し問う」という発問の出し方は、その時その時の場面の変化に沿っ

て思考や判断を繰り返すことになり、なぜそう考えたのかの理由を陟杯雀に示しゃすぃし、教師側にとっ

ては生徒がどんな視点で判断しているかを把握しゃすいと言える。 4つ目の ICEモデルの考え方に

ついては、それを意図的に取り入れて単元内容を構成することで、生徒自らが課題に合わせて既習の

知識や内容、表現方法などを選び出し、それらをっなげて偶分の考えを構第することを可能にするこ

とがわかった。

このように、様々な手法やツール、発問の仕方などは効果的であったと言える。しかしそれと同時

に、生徒たちが思考力・判断力・表現力をさらに伸ぱしていくためには、グループワークや全体での

議諭なども適宜取り入れることが必要であると改めて認識している。習得Lた知識や内容を活用して

おわりにⅣ
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思考や判断を行い、その過程や結采を表現する場面を数多く実践できる機会がグループワーケや全体

での議論の場であり、自分の考え等を他者との様々な関わりを逓して「再,構築していく」場でもある

からだ。これまでの実践を振り返る中で、個々の生.徒がわかりゃすく追える「道筋」は、生徒同士が

話し合ったりする上でも効果的に働き、そこから再度自分の思考・判断・表現を深めていけるだろう

という感触を得哨ことができた。

最後に、2013年度に受け持0ていた 3年生の中に、「今まで社会科のテストであまり点数がとれず、

社会科・は苦手な教科だった。でも、今年はできるようになった。」という生徒たちがいた。これは、

今までは用語や意1床、概念をやみくもに覚えようとして苦労していたが、ことがらのつながりを考え

るようになって「理解できる」ようになったといシ意味であろう。

しかし、社会科で本質的に求められていることは、「理解1 を越えてさらに「自分なりの考えをもち、

それを表現して伝える」ことだと考える。なぜなら、社会科は他者と協働しながら社会を形成する者

たちを育成することをめぎしているからである。生徒自身が自分自身が何を理解し、何は理解してい

ないかを評価できるだけでなく、自分がどれだけ思考力,判断力,表現力を身につけられたかも肉己

評価できるような実践研究をこれから一屡続けていこうと考えている。

社会斜・における忠孝力

住を1)平成訟年3月にまとめられた中央教管審議会の様告仟児泰生徒の学習評仙の在り力について伐W占X の中の3 (2)今

回の学習評価の改辨に係る,'本的な考え方(学力の狐:要な要梁を示Lた新しい学習折導要領等の趣旨の反映)等を参照。

なお、「学力の重要な要索」とは、学校教脊法及び学習指導要領の総則で示された【1】基礎的,1'本的な知幟・技能【2】

知澁・技能を活用して課題を解決するために必要な思老力・判断力・表現力等口1 主休的に芋摺に取り組む態座、の3

要索である。

(注2)同上の袈告の中の4.観点別学習状況の評価の在り方について等を参照。また、『評価規準&記述例でよくわかる歴史学習

「観点別評価」ワーケ』守判弓敏朗、士屋武志、下山忍編著明治図書 2014年2月) 10~ 12頁を参照。

舵ゑ3)この実践につぃては、桝"二弦社会科垂要学習事須100指導游典、1 依戴閏二編茗明治図冉 20玲年7月)122~ 123頁で

も取り上げた。

(注4)関西火学初等都における.憾考力育成の考え方に0いては、1関火初等部式思ぢ力寳成注』(関西大学靭等都耕さくら社

20]2年2 河)等も参ぢにした。

C注5)『思考ツール関大初等部式思考力青成法(突践編)』(閃西大学初辱部茗さくら社 2013年2回) 15頁より。

C注僻{資判・Ⅱ1 の学習課踵のプリント小の②~⑥には、順番に②満州事変、③淌州虚空建国、@りツトン嗣査団(による縦・告冉り、

⑤(日本の)国際連盟からの脱退、⑥印川減争1の始まり)の歴史的できごとを学習しながら記入していく。また、途小、

玲訟年5円の五・一五浜件や1936年2打の二・二六取件に0いても書き込んでいく。

(注7〕「満州は日本の生命線である」という文は、19討年1打の帝矧議会で松岡洋右が発した一詣「満装脇題は我が国民の生命

線である」かもとになっている。満業を構洲1に変更Lた点に0いては、廉央的・地理的にも不正硫であるという批判ほ当

然あることを承知した上で、生徒たちにわかりゃすく寸ることを優先させて使用している。なお、「満業問睡は弐が圧1民の

生.命線である」に関しては、fNHK さかのぽり日本②とめられなか0た峨争』山訓捌場子薪 NHK出版20H年7jD や↑ア

ジフ太平洋靴争から何を学ぶか』(鷹史救脊音協議会編染当木'歯店 1993年1村)馨を参考とした。

(注剖この点に関しては、本学大学院教授である池田全之先生が「佃人の纛見を書くにあたり生徒詞士の新し合いや意見交換な

どのプロセスを緑定することで思考や表現が豊かになる。」と指拍してくださ0た。

q主9) 1CEモデルにクいては、訂上体約学び」に0なげる評価と学習力法ーカナダで0糾戈される ICEモデルj し畑寺ゲーリー

法一監獣客来伝堂訟W年5")を参ぎにした。

(1主 1山マイケル/ジ十クソン DVD 「DANGEROUS ~ザ・ショート・フィルム/コレクシヨン」(sony Music Direct (Japan〕

Inc.2005)より。なお、この"1{eal The world'は、均93年1月の築27 回スーパーポウルのハーフタイムシヨーでマイ

ケルが数千人の子どもたちといりしょに行0たパフォ・ーマンスの巷ffを収録したものである。

(注Ⅱ) TOMODAcfH イニシアチブ・イベント(2012年4月180)で行われたスビーチの様子を、 YOU TⅡbe で柳聴した。

刊断力・表現力を育成するための工夫

玲




